
新名誉会員の紹介
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植村甲午郎氏は，昨年開かれたオベレーションズ・リ

サーチ合同国際会議(第 7 回国際OR会議と経営科学国

際学会第22回大会)の後援会長として，同会議の成功に

重要な役割を果されました.理事会は同氏の功績をたた

えて，名誉会員に推薦することをきめ，去る 4 月 27 日の

総会にはかったところ，満場一致で可決されましたので

ここにそのご報告をかね，同氏に対して心から感謝の意

を表したし、と思います.
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49年名誉会長

第 4 回日本OR学会文献賞

昭和50年度の文献賞は，表彰委員会の推薦により茨城大学工学部助教授森雅夫氏の論文

Some bounds for queues, JORSJ, vol. 18, No. 3-4, pp. 152-181 

に授与することを理事会において決定，同氏は 4 月 21 日開催の昭和51年度定期総会にお

いて，表彰されました.

以下選芳理由などについて説明いたします.

選考理由

〔理論的新しさ〕 待ち行列の理論における論文には，大

別して 2 つの型があるといえよう. 1 つは個々のモデル

について具体的な結果(たとえば，待ち時間や待ち行列

の長さの分布や特性値もしくは母関数など)を求めよう

としたものであり，他の 1 つは，統一的理論を指向する
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ものである.

OR としての待ち行列論の実用性を高める理論的方向

には，一見前者のほうが向いているようにみえるが，そ

れらの結果が複雑で，容易に数値のえられない場合が多

いため，かえって実用性に乏しい.それに反し後者の方

向でのよい結果は理論のみとおしをよくするので，実用

に際してのよいガイドになりうる.この意味で一般論の
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研究には， ORの分野で大いに奨励されるべき性格のも めば，待ち行列理論のみとおしは，かなりよくなるであ

のが多々含まれていると思う. ろう.

この論文もこのような怠凶で、書かれており，まず GI/ 現実の問題への応用〕 ここで、著者のえた不等式は上，

G/k という，ごく一般的な場合について，仮り待ち時間 下から押さえるものであるが，その差はかなり少なく，

の充すべき不等式を導いている.そして，これを利用し 平均待ち行列の長さでいって l 人以下とし、う程度となっ

て ， k=1 のときの平均待ち時間についての従来の不等 ており，これはポラチェッグーヒンチンの公式を GI/G/k

式を改良し，さらに分散に関する不等式を導く. の場合にも流用することの妥当性を示している.このこ

〔将来への発展性〕 上の結果を導くにあたって，著者は とは実用上大いに役立つことで，計算の可能な M/M/k

GI/G/k モデルと G/G/1 モデノレとの待ち時間について の場合の値さえ知れば(これは数表や|苅表になってい

の類似性を利用したが，この事実は異なった待ち行列系 る)，一般の場合の値もおおよそわかることを意味して

の聞の関連をみるのに役立ちそうである.この方向が進 いる.

森 雅夫氏附!悟

日百和 17年 8 月 17 日生

昭和40年 3 月 東京工業大学理工学部応用物理学科卒

昭和42年 3 月 同 大学院理工学研究科修士課程終了(応用物理学専攻)

昭和42年 4 月 防衛大学校理工学研究科助手

昭和45年 7 月 東京工業大学工学部経営工学科助手

昭和50年 4 月 茨城大学工学部情報工学科助教授現在に至る.

森さんのプロフィル

夜さん， OR学会文献賞の受賞おめでとうございま たとえば，森さんの知識の幅広さは研究室でも有名で，

す.この 6 年間，後輩として身近かに接してきた者の l 学生の問では「わからないことは森さんに聞いてごら

人として，心からお祝いをのべるとともに，森さんのプ んJ というのが常で、した.そのようなとき，ご自分の王寺

ロフィルなりを書かせていただきます. 門分野以外のことでも，快く相談に乗ってくださり，な

待ち行列の分野で，森さんが若手研究者のなかの第一 んらかの解決のヒントを与えてくれたものでした.

入者であることは，だれしもがひとしく認めるところと また，趨味の点では，ご本人も認めている('? )ょう

思います.その点では，今回の文献賞も時間の問題であ に“ヘタの横好き"で，テニス，野球，音楽鑑賞など，

ったといえるでしょう.学位は“Queuing Process with なんでも好んでやられます.とくに，食べ物に関しては

General Type Distribution" で受けられましたが，今 うるさく，食道楽の一面もあります.いまでも，自ら包

回受賞の対象となった論文も，その学位論文の第 l 章を J を握られたりもされます.このようなときでも，学生

なすもので、した.前回の受賞者高橋幸雄氏も，東工大森 たちといっしょになって楽しむことに徹して，彼らの気

村研究室における彼の後輩にあたり 2 人して東工大， 持ちをガッチリ撮っておられました.そのパイタリティ

さらに関東における若手OR研究者の総まとめ役といっ ーと人間的な誠実さ，面倒見のよさなどの点で，森さん

たところです. とし、う人聞が単に俊秀な研究者であるだけでなく，先輩

どちらかというと彼の性格は，地味な裏方の仕事でも 後輩を問わず，だれからも慕われる人間であることがう

嫌な顔一つせず，快く引き受けるタイプだといえます. かがわれるかと思います.

だから現在でも，当学会の編集委員を引き受けられ，原 昨年，淡城大学に栄転され，横須賀に奥様と 3 人のお

稿の依頼などに飛び回られている由です. 子さんを残して，現在では日立で“やもめ暮し"をされ

6 年前に森さんは，東工大真壁研究室の発足ととも ています.それでも毎週末にはかならずご自宅に帰られ

に，その最初の助手として赴任されてきました，以来ラ るとのことですが，その温かなご家庭で森さんが鋭気を

年間，ご自分の研究を進められた他に，後輩である学生 設ない，今後ともいっそうご活躍されることを期待して

の研究面での悩みだけでなく，プライベ{トな面におい

てもよき相談相手であり，アドバイザーでありました.

1976 年 6 月号

おりまず.

(鈴木久敏記)
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